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住友化学の情報電子化学事業

２００７年 １１月 ９日 中間決算／事業概況説明会

代表取締役専務執行役員 神田 直哉



2住友化学株式会社

アジェンダ

２ 今後の事業戦略

◆事業戦略（全体）
◆事業戦略（偏光フィルム）
◆事業戦略（カラーフィルター）
◆事業戦略（拡散板）

◆事業戦略（ＳＥＰ）
◆事業戦略（レジスト）

１ 今期の業績概要
◆業績推移
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１．今期の業績概要

◆業績推移
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情報電子化学部門 売上高・営業利益推移

（2006年～2007年）〔連結〕
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情報電子化学部門 売上高・営業利益推移

（2006年下期～2007年上期）〔連結〕
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情報電子化学部門 営業利益改善要因分析

（単位：億円）

偏光フィルム ◆収率改善など合理化推進(検品収率上期比10％up)

◆大型・中小型共にハイエンドを中心とする拡販

カラーフィルター ◆韓国を中心に拡販

◆経費節減・原料価格低減による合理化等

説明追加

◆偏光フィルム、カラーフィルター：売価５％低下

◆偏光フィルム：大型TV用を中心とした拡販

◆カラーフィルター：５Gサイズ拡販

◆偏光フィルム：検品収率１０％向上

◆カラーフィルター：経費節減・原料価格低減

◆偏光フィルム：韓国第4系列償却費等

売価差

数量差

収率改善
原料合理化

固定費

▲４０

＋１４０

＋１４０

▲１０

上期 ▲６３ ⇒ 下期 ＋１７３ （＋２３６）

事業別

要因別
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２．今後の事業戦略

２．今後の事業戦略

◆事業戦略（全体）
◆事業戦略（偏光フィルム）
◆事業戦略（カラーフィルター）
◆事業戦略（拡散板）
◆事業戦略（ＳＥＰ）
◆事業戦略（レジスト）
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現行中期経営計画 09年目標

２１７ ３５ １１０ ４００営業利益
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現行中期計画(07～09年)の基本方針

(1)(1) 液晶関連事業の育成液晶関連事業の育成

• 偏光板、カラーフィルター、拡散板

(2)(2) 中堅事業の収益拡大中堅事業の収益拡大

• SEP、レジスト、アルミターゲット、顔料分散レジスト等

(3)(3) 海外事業の収益安定化海外事業の収益安定化

• 韓国、台湾、中国、ポーランド

(4)(4) 次世代新事業の発掘次世代新事業の発掘

• セラミックス代替パッケージ等

革新技術に支えられた安定・高収益基盤の確立
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（２） 中堅事業の収益拡大

（３） 海外事業の収益安定化

（４） 次世代新事業の発掘

８月 ： ArFレジスト本格事業化 （投資額：１２０億円）
９月 ： LCP増強 （７，０００ ⇒ ９，２００ ｔ/年）

５月 ： スロバキア拠点設立
６月 ： ポーランド拡散板増強 （５，０００ ⇒ １０，０００ ｔ/年）
９月 ： ポーランドOF増強 （２５０ ⇒ ５００ Kset/月）

４月～ ： 偏光フィルム競争力強化プロジェクト
６月 ： 愛媛６ES拡散板専用系列化 （４，５００ ｔ/年）
KPL４稼動、EPL２稼動開始 （４７百万 ㎡/年体制へ）

（１） 液晶関連事業の育成

１０月 ： RSLE開発加速（ハイブリッド型太陽電池基板）

中期計画(07年)の具体的アクション

革新技術に支えられた安定・高収益基盤の確立
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２．今後の事業戦略

◆事業戦略（全体）

◆事業戦略（偏光フィルム）
◆事業戦略（カラーフィルター）
◆事業戦略（拡散板）
◆事業戦略（ＳＥＰ）
◆事業戦略（レジスト）

２．今後の事業戦略
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+
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+

※当社推定
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偏光板市場成長への対応

（１）生産能力向上と供給体制の見直し（１）生産能力向上と供給体制の見直し

（２）主要勝ち組み顧客への重点拡販（２）主要勝ち組み顧客への重点拡販

（３）コスト競争力強化（品質・収率・原料）（３）コスト競争力強化（品質・収率・原料）

（４）エンドユーザー戦略機種の要求機能への対応（４）エンドユーザー戦略機種の要求機能への対応
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（１）生産能力向上と供給体制の見直し

■光学機能性フィルム生産能力の推移 （万㎡／年）
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'00 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08計画

台湾第２工場、韓国第２工場操業開始

韓国第１工場操業開始

ｵｰ･ｴﾙ･ｴｽ操業開始

タイムリーな
生産能力増強

台湾第１工場操業開始

愛媛第２工場、韓国第３工場操業開始

愛媛第３工場、韓国第５工場開始

①偏光板能力推移

台湾台湾

韓国韓国

日本日本

韓国第４工場操業開始



15住友化学株式会社

（年間換算値 単位：万㎡/年）

有効幅 公表値(※) 実能力 公表値(※) 実能力 公表値(※) 実能力
日本 既存系列 1,400 1,100 1,400 1,100 1,400 1,100

第3系列 1440mm 850 850 1,000 850 1,000
韓国 既存系列 2,000 2,400 2,000 2,400 2,000 2,400

第5系列 1960mm 850 850 1,400 850 1,400
第6系列 未定 850 850 850 未定

台湾 既存系列 800 1,200 800 1,200 800 1,200
中国 第1系列 未定 850 850 850 未定

7,600 4,700 7,600 7,100 7,600 7,100+α

2007年末

計

2008年末 2009年末

韓国、中国各々１系列は建設時期検討中

（１）生産能力向上と供給体制の見直し

①偏光板能力推移

※2006年3月公表予想値
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韓国（平沢）

台湾（台南）
中国（無錫）

②②TVTV市場の拡大と原料・製品供給体制の整備市場の拡大と原料・製品供給体制の整備

欧州での偏光板需要増加欧州での偏光板需要増加

１１,,００００００KS/KS/月月

ＳＥＭＰ（ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ）
製品化工場
2007.11～

トルナバ（ｽﾛﾊﾞｷｱ）
office 2007.9～

日本(愛媛）

PL原反

（１）生産能力向上と供給体制の見直し
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（２）主要勝ち組み顧客への重点拡販
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●モニター、大型TV用途での販売好調により、売上高は順調に増加

●販売数量の増加、合理化などにより安定利益を確保

●●モニター、大型モニター、大型TVTV用途での販売好調により、売上高は順調に増加用途での販売好調により、売上高は順調に増加

●●販売数量の増加、合理化などにより安定利益を確保販売数量の増加、合理化などにより安定利益を確保

当社偏光フィルム事業当社偏光フィルム事業 売上高実績予想売上高実績予想

中小型

大型

①偏光板販売推移
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②②勝ち組顧客への拡販勝ち組顧客への拡販

（２）主要勝ち組顧客への重点拡販

ノルボルネン2枚

メジャーシェア確保
New N-TACＤ社

メジャーシェア確保New N-TACＣ社

低コスト品投入New N-TACＢ社

海外拠点の活用等での
シェアアップ

ノルボルネン1枚

A社

当面の課題
当社現納

主要位相差
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（３）コスト競争力強化（プロセス関連）

①収率向上

ＴＶ歩留まり、取り効率の向上

②生産性向上

広幅化： 1960mm幅での生産確立

増速化： 極限スピードの追求

稼働時間向上：長尺化、グレード数絞込み

③各種原料の安価調達・共同開発
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（４）エンドユーザー戦略機種の要求機能への対応

②②中小型中小型

・薄肉化 ・高硬度ＨＣ ・帯電防止ＨＣ ・高精細ＡＧ

①ＴＶ用

ハイエンド品（戦略ゾーン）ハイエンド品（戦略ゾーン）

・コントラスト向上（５０００：１の実現）

・視認性改善 ・視野角改善 ・検品生産性向上

ローエンド品（ボリュームゾーン）ローエンド品（ボリュームゾーン）

・安価志向への対応（部材構成、安価部材）
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IPS VA(C+A) VA(二軸） ECB

－

Rﾌﾘｰ偏光板
VAC

一軸COP
二軸COP NR

その他携帯電話

モード

帯電防止ハードコート

個別要求

主要用途

薄肉化

高硬度ハードコート

共通要求

０７年４０７年４QQ 中小型パネルメーカー要求特性中小型パネルメーカー要求特性

（４）エンドユーザー戦略機種の要求機能への対応
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２．今後の事業戦略

◆事業戦略（全体）
◆事業戦略（偏光フィルム）

◆事業戦略（カラーフィルター）
◆事業戦略（拡散板）
◆事業戦略（ＳＥＰ）
◆事業戦略（レジスト）
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韓国カラーフィルター 販売数量推移
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カラーフィルター 売上高推移
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●日本・台湾（２G） 特殊用途として安定。

●韓国（５G） MNT用途として堅調。

（単位：億円）
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２．今後の事業戦略

◆事業戦略（全体）
◆事業戦略（偏光フィルム）
◆事業戦略（カラーフィルター）

◆事業戦略（拡散板）
◆事業戦略（ＳＥＰ）
◆事業戦略（レジスト）
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液晶バックライト用拡散板事業 生産体制・能力

■拡散板生産能力の推移 （トン／年）
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韓国操業開始

タイムリーな
生産能力増強

ポーランド操業開始

韓国増強、中国操業開始

ポーランド第二系列操業開始、韓国能力向上
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事業基盤強化に向けての取り組み

１．開発品早期上市１．開発品早期上市

・耐熱拡散板

・表面形状付与拡散板（ＬＬ）：高隠蔽性

・高付加価値拡散板（ＤＡ＆ＧＲ）：機能統合

２．生産性改善２．生産性改善

①韓国・無錫におけるラインスピードアップ

⇒生産量２０％増加

②グレード統合

３．複合品の開発３．複合品の開発

・超薄型への対応
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２．今後の事業戦略

◆事業戦略（全体）
◆事業戦略（偏光フィルム）
◆事業戦略（カラーフィルター）
◆事業戦略（拡散板）

◆事業戦略（SEP）
◆事業戦略（レジスト）
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１．１．LCPLCP

●生産能力拡大

・拡大する中国市場に対応した供給 （ニートレジン 7,000t／年 → 9,200t／年）

●技術支援体制の確立

・国内：筑波テクニカルセンター 中国：上海カスタマーサポートセンター

・成長が見込める分野（次世代ＩＴ、車載etc.）開拓のための新規高機能材料開発

２．２．PESPES

・拡大する航空機向け需要に対応した供給体制の構築

・新規高機能材料開発推進による、次世代ＩＴ用途（HDD／ＤＶＤ部品）への展開

３．その他３．その他

・ＬＣＰフィルムのビジネス展開（高周波対応用途）

・樹脂パッケージビジネスの展開（QLP技術）

SEP 事業戦略
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ＬＣＰ販売計画
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【現行生産能力】

※07年以降は計画値
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LCP 新規開発用途への展開

振動特性新世代光ピックアップ

光学性能

熱伝導耐熱性
高輝度ＬＥＤ

熱伝導性能

絶縁信頼性

自動車

パワートレイン

小型駆動系

電装部品

適用性能用途 ハイブリッド
エンジン

高輝度ＬＥＤ

新世代
光ピックアップ

超高耐熱
薄肉成形性
高強度、高剛性

熱伝導性能
光学性能
振動特性

機能性充填材

高分散化技術
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２．今後の事業戦略

◆事業戦略（全体）
◆事業戦略（偏光フィルム）
◆事業戦略（カラーフィルター）
◆事業戦略（拡散板）
◆事業戦略（SEP）

◆事業戦略（レジスト）
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2007 2010 2013 2016 2019
2005 2006 2008 2009 2011 2012 2014 2015 2017 2018 2020 2021

DRAM 1/2 Pitch 65nm 45nm 32nm 22nm 16nm

65

45

32

22

16

ArF-Dry

ArF-液浸

ArF-液浸
(Double Patterning)

ArF-液浸
(Double Patterning)

EUV

EUV

ﾚｼﾞｽﾄ

1st Litho

Etch&Strip

2nd Litho

Etch&Strip

ﾚｼﾞｽﾄ

DRAM Half-pitch

FLASH Half-pitch

45nm nodeのﾃﾞﾊﾞｲｽ
製造にはArF液浸技

術が必須！

32nm nodeのﾃﾞﾊﾞｲｽ

製造にはﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾟﾀｰﾆ
ﾝｸﾞなどの革新的技
術が必要

ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾟﾀｰﾆﾝｸﾞ

ArF-液浸の延

命に繋がる技術
として注目

45nm

32nm

22nm

32nm以降も
ArF液浸が
主流!

半導体デバイス加工技術ロードマップ



34住友化学株式会社

0

200

400

600

'86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15

億
円

/
年 i線

KrF
ArF-Dry

ArF-液浸

フォトレジスト市場推移

※当社推定

※予想値



35住友化学株式会社
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305231
175133
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除ｱｼﾞｱ

ArFレジスト・市場環境

※当社推定
※07年以降予想値
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ArFレジスト 投資計画と事業戦略

＊新工場：住友化学大阪工場南部地区

ArF液浸ｽｷｬﾅｰ＆欠陥検査装置等評価
08年３Q立ち上げ１２０億円

ArF製品化工場新設等製造

ArF投資スケジュール

・ArF液浸は、60nm以下から22nmまでの４世代に渡って使用が
確実

・2014年にはドライと合わせて800～1,000億円の市場となりアジ
アが2/3と想定

・弊社は独自の酸発生剤(PAG)と樹脂を用いた液浸レジストを開
発、量産立上げ中。

背景
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注意事項
本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち歴史的事
実でないものは将来の業績等に関する見通しです。これらの情報は、現在入手可能な情
報から得られた情報にもとづき算出したものであり、リスクや不確定な要因を含んでおりま
す。実際の業績等に重大な影響を与えうる重要な要因としては、住友化学の事業領域をと
りまく経済情勢、市場における住友化学の製品に対する需要動向、競争激化による価格
下落圧力、激しい競争にさらされた市場において住友化学が引き続き顧客に受け入れら
れる製品を提供できる能力、為替レートの変動などがあります。但し、業績に影響を与えう
る要素はこれらに限定されるものではありません。


